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日
雇
い
派
遣
な
ど
の
非
正

規
雇
用
を
拡
大
し
、
総
額
８

兆
円
に
も
及
ぶ
社
会
保
障
費

の
削
減
で
医
療
・
介
護
・
年

金
を
危
機
に
陥
れ
、
国
民
に

は
負
担
を
押
し
付
け
る
一
方

で
、
大
企
業
・
大
資
産
家
に

は
過
度
な
減
税
を
続
け
る―

―

。
異
常
な
大
企
業
中
心
の

政
治
が
、
日
本
経
済
を
外
需

依
存
の
脆
弱
体
質
に
し
、
貧

困
と
格
差
を
深
刻
な
ま
で
に

広
げ
た
。「
構
造
改
革
」
路

線
は
完
全
に
行
き
詰
ま
り
、

自
公
政
府
は
身
動
き
が
取
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
政
府
は
、
こ
の
期

に
及
ん
で
も
「
構
造
改
革
」

に
し
が
み
つ
い
て
い
る
。
社

会
保
障
費
の
毎
年
２
２
０
０

億
円
の
削
減
は
、
国
民
の
切

実
な
訴
え
や
運
動
に
よ
り
、

来
年
度
の
凍
結
が
決
ま
っ
た

も
の
の
、
抑
制
路
線
自
体
は

堅
持
。「
社
会
保
障
財
源
」

を
口
実
に
３
年
後
の
消
費
税

増
税
を
画
策
し
、
財
界
の
要

求
に
沿
っ
て
法
人
税
減
税
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

政
府
が
日
本
の
進
路
に
展

望
を
示
せ
な
い
中
で
、
国
民

の
大
多
数
が
自
公
政
権
を
見

放
し
て
い
る
。
８
月
30
日
実

施
の
総
選
挙
で
は
、
国
民
の

手
で
「
構
造
改
革
」
に
終
止

符
を
打
ち
、
医
療
・
福
祉
が

充
実
し
た
国
づ
く
り
へ
転
換

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

社
会
保
障
費
の
総
枠
を
拡
大

し
、
診
療
報
酬
改
善
と
患
者

の
窓
口
負
担
軽
減
を
勝
ち
取

る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
眼
前

に
迫
っ
て
い
る
。

　

政
権
に
最
も
近
い
民
主
党

は
、
福
祉
政
策
で
は
一
定
、

国
民
の
要
求
に
歩
み
寄
り
を

見
せ
て
い
る
。
し
か
し
消
費

税
増
税
や
憲
法
９
条
改
正
な

ど
、
国
政
の
最
重
要
問
題
で

は
危
険
な
方
針
を
示
し
て
い

る
。「
構
造
改
革
」
で
減
税

の
恩
恵
を
唯
一
受
け
て
き
た

大
企
業
へ
の
負
担
増
に
は
一

切
触
れ
ず
、
財
界
目
線
で
は

自
民
と
大
差
が
な
い
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
献
金
腐
敗
問
題

で
失
態
を
演
じ
て
い
る
。

　

果
た
し
て
、
自
公
政
権
が

倒
れ
た
後
に
、
国
民
・
医
療

従
事
者
が
望
む
変
化
は
起
こ

る
だ
ろ
う
か
。
財
界
・
大
企

業
中
心
の
古
い
政
治
か
ら
脱

却
し
、
社
会
保
障
を
抑
制
か

ら
拡
充
に
抜
本
転
換
す
る
た

め
に
は
、
新
し
い
政
治
の
選

択
と
国
民
の
世
論
・
運
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

衆
議
院
総
選
挙

国
民
の
手
で「
構
造
改
革
」に
終
止
符
を
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売買物件募集中

　内装付き歯科医院を探されている先生方から多数
問い合わせがございます。売却予定がございました
ら是非当社にお任せ下さい

売却物件募集
歯科医院の売買ならさくらハウスへ

居抜物件（賃貸）1500万円
大阪府摂津市　家賃14万円
チェア３台　パノラマ　デンタル

居抜物件（賃貸）1000万円
滋賀県大津市　家賃33万円
チェア３台　パノラマ　レントゲン
居抜物件（賃貸）4500万円
豊中市立花町　家賃30万円　ガレージ５台有り
年収　7000万円　診療中
チェア３台　パノラマ　レントゲン

居抜物件（賃貸）1500万円
大阪府南方面　家賃38万円　ガレージ３台有り
チェア５台　パノラマ　レントゲン
居抜物件（賃貸）1500万円
大阪市西区　家賃33万円
チェア３台　パノラマ　レントゲン 詳細は当社まで

サンテレビ「医療どぉ～ナル」が本になりました！
会員価格1000円（送料込）!! 注文は協会まで（06－6568－7731）

定価1,050円（税込）
A５判96頁（旬報社）

寺谷一紀（フリーアナウンサー）
大阪府保険医協会・大阪府歯科保険医協会　編著

○崩壊寸前の救急医療
○保険が利く歯科治療を
○保険証のない子どもが増えている
○健康保険制度が崩れていく
○医療費助成制度をもっと充実させよう
○歯はいのち

主な内容

家西氏（左）に要請書を手渡す下井戸氏
（右）、宮本氏（右から２番目）、古田氏（右
から３番目）＝16日、議員会館内 　　　

国会要請行動

「2200億削減やめるべき」
協会・保団連要請に家西議員が回答

　

協
会
・
保
団
連
は
16
日
、

医
療
費
の
総
枠
拡
大
と
診
療

報
酬
の
改
善
・
引
き
上
げ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
撤

回
、
消
費
税
の
減
税
・
医
療

へ
の
ゼ
ロ
税
率
の
適
用
、
自

主
共
済
の
保
険
業
法
か
ら
の

適
用
除
外―

―

な
ど
を
求
め

て
国
会
要
請
行
動
を
実
施
し

た
。

　

協
会
か
ら
は
、
下
井
戸
昭

介
副
理
事
長
、
古
田
光
行
・

宮
本
辰
雄
両
監
事
、
事
務
局

あ
わ
せ
て
５
人
が
参
加
し
、

大
阪
選
出
の
衆
・
参
国
会
議

員
に
要
請
し
た
。
厚
労
省
と

財
務
省
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
患

者
負
担
軽
減
、
診
療
報
酬
引

き
上
げ
の
財
源
確
保
を
求
め

る
」
団
体
署
名
を
２
２
０
筆

提
出
し
た
。

　

協
会
か
ら
の
要
請
団
は
、

住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
ら
と

と
も
に
家
西
悟
参
議
院
議
員

（
民
主
）
と
面
談
し
た
。
住

江
会
長
か
ら
の
社
会
保
障
費

抑
制
路
線
撤
回
、
患
者
負
担

軽
減
の
求
め
に
対
し
家
西
氏

は
、「
医
療
や
社
会
保
障
は

充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
２
２
０
０
億
円
の
削
減

は
や
め
る
べ
き
。
患
者
の
医

療
費
負
担
に
つ
い
て
も
、
３

割
の
自
己
負
担
は
高
す
ぎ

る
。
個
人
的
に
は
、
２
割
負

担
の
実
現
が
可
能
で
は
な
い

か
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　

宮
本
氏
が
、
低
い
歯
科
医

療
費
や
、
長
年
に
わ
た
り
据

え
置
か
れ
て
い
る
歯
科
の
基

本
的
技
術
料
な
ど
に
つ
い
て

訴
え
た
。
口
腔
の
健
康
が
全

身
の
健
康
に
寄
与
す
る
こ
と

や
、
海
外
技
工
の
問
題
、
歯

科
医
師
だ
け
で
な
く
技
工
士

な
ど
コ
・
デ
ン
タ
ル
の
劣
悪

な
就
業
状
況
を
示
し
、
患
者

負
担
の
引
き
下
げ
や
新
規
技

術
の
保
険
導
入
、
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
な
ど
歯
科
医
療

政
策
の
改
善
を
求
め
た
。

　

家
西
氏
は
、「
患
者
・
医

療
従
事
者
が
相
互
に
信
頼
関

係
を
築
い
た
上
で
、
よ
り
良

い
制
度
を
築
い
て
い
く
べ

き
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

下
井
戸
副
理
事
長
が
「
保

険
業
法
改
定
の
趣
旨
に
沿
っ

て
自
主
共
済
の
適
用
除
外
を

求
め
る
」
要
請
書
を
提
出
し

た
。

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】

（
民
主
・
参
）
家
西
悟

【
秘
書
対
応
】

（
自
民
・
衆
）
井
脇
ノ
ブ
子

・
大
塚
高
司
・
岡
下
信
子
・

川
条
志
嘉
・
北
川
知
克
・
竹

本
直
一
・
谷
畑
孝
・
中
馬
弘

毅
・
と
か
し
き
な
お
み
・
中

山
太
郎
・
中
山
泰
秀
・
西
野

あ
き
ら
・
原
田
憲
治
・
松
浪

健
四
郎
・
松
浪
健
太
・
柳
本

卓
治
・
矢
野
隆
司
、（
参
）

北
川
イ
ッ
セ
イ
・
谷
川
秀
善

（
公
明
・
衆
）
池
坊
保
子
・

北
側
一
雄
・
佐
藤
茂
樹
・
谷

口
隆
義
・
田
端
正
広
・
福
島

豊
、（
参
）
白
浜
一
良
・
山

下
栄
一
・
山
本
香
苗

（
民
主
・
衆
）
長
安
豊
・
平

野
博
文
・
藤
村
修
、（
参
）

梅
村
聡
・
尾
立
源
幸
・
松
岡

徹（
共
産
・
衆
）
石
井
郁
子
・

吉
井
英
勝

（
社
民
・
衆
）
辻
元
清
美

（
無
所
属
・
衆
）
西
村
真
悟

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
４

日
、
大
阪
市
内
地
区
再
編
後

の
総
会
を
開
い
た
。

　

冒
頭
、
伊
津
進
弘
理
事
長

か
ら
、
再
度
地
区
総
会
を
開

催
し
た
経
緯
と
今
後
の
改
善

策
を
説
明
。
事
務
局
か
ら
は

地
区
編
成
に
至
る
経
緯
、
同

地
区
が
生
野
、
城
東
、
中

央
、
鶴
見
、
天
王
寺
、
浪

速
、
東
成
の
７
行
政
区
で
構

成
さ
れ
会
員
数
は
４
３
６
人

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

責
任
者
に
は
宇
治
田
竜
一

氏
（
中
央
区
）
を
決
め
、
評

議
員
８
人
（
１
人
欠
員
）
を

承
認
。
地
区
活
動
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
定
例
役
員
会
開

大阪市東部地区

再編後の総会開く
医科歯科連携などの方針

催
や
講
習
会
企
画
、
医
科
と

の
連
携
強
化
を
柱
と
す
る
方

針
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　

方
針（
案
）の
協
議
で
は
、

①
「
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
」
の
問
題
で
、

「
設
備
投
資
や
患
者
情
報
の

漏
え
い
な
ど
、
重
大
な
問
題

点
を
も
っ
と
知
ら
せ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
②
地
区

ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
に
つ
い

て
、「
広
く
地
区
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

だ
け
で
は
な
く
メ
ー
ル
で
の

配
信
を
考
え
て
は
ど
う
か
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

茨
木
市
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
８
日
、
茨

木
市
へ
の
要
請
に
取
り
組
ん

だ
。

　

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
減
免

拡
充
の
求
め
に
対
し
当
局

は
、「
国
民
健
康
保
険
は
法

令
遵
守
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
保
険
料
を
滞
納
し
た
場

合
、
自
治
体
に
は
短
期
証
・

資
格
書
の
発
行
、
場
合
に
よ

っ
て
は
差
し
押
さ
え
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
行
っ

て
い
る
。
保
険
料
減
免
は
公

平
の
観
点
か
ら
一
律
に
適
用

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
」
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
法
令
遵

守
と
言
う
が
、
国
保
法
第
１

条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
〝
社

会
保
障
の
理
念
〞
や
、
地
方

自
治
法
・
児
童
福
祉
法
な
ど

に
記
載
さ
れ
て
い
る
目
的
を

理
解
し
て
い
る
の
か
」「
茨

木
市
の
財
政
は
府
下
で
も
潤

沢
な
方
で
、
も
っ
と
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
で
き
る
」

「
も
っ
と
市
民
の
立
場
に
た

っ
た
行
政
を
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

た
。
思
い
が
け
な
い
修
了
証

を
手
に
し
て
感
激
の
声
も
も

れ
て
い
た
。
ま
た
、「
一
人

ひ
と
り
見
て
も
ら
え
て
、
良

い
所
、
悪
い
所
の
両
方
を
教

え
て
く
れ
た
の
で
良
か
っ

た
」「
普
段
は
忙
し
く
て
教

え
て
も
ら
え
な
い
事
や
分
か

ら
な
い
事
を
て
い
ね
い
に
教

え
て
も
ら
え
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

し
た
。
ま
た
、
印
象
材
の
練

和
で
は
、
ラ
バ
ー
ボ
ー
ル
の

持
ち
方
と
簡
単
に
練
習
で
き

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
し
、

バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て

石
膏
を
個
人
ト
レ
ー
に
流
す

と
こ
ろ
ま
で
実
演
し
た
。

　

参
加
者
は
口
腔
内
模
型
の

型
採
り
に
至
る
ま
で
実
習

し
、
一
人
ひ
と
り
に
「
修
了

証
」
が
講
師
か
ら
手
渡
さ
れ

和
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
講
習
会
を

12
日
、
保
険
医
会
館
で
開
い

た
。
講
師
は
岩
崎
小
百
合

氏
。
18
人
の
参
加
者
は
、
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
習

に
取
り
組
ん
だ
。

　

岩
崎
氏
は
、
口
腔
内
の
構

造
と
う
蝕
の
分
類
・
治
療
の

流
れ
に
つ
い
て
説
明
し
、
セ

メ
ン
ト
と
印
象
材
の
練
り
方

に
つ
い
て
は
実
践
的
に
解
説

セ
メ
ン
ト
の
練
り
方
を
て
い
ね
い
に
指
導

す
る
岩
崎
氏
と
、
当
日
渡
さ
れ
た
修
了
証

（
左
）＝
12
日
、保
険
医
会
館

医療問題を分かりやすく、楽しく解説

歯科臨床・学術学会部

口腔内模型の型採りまで実習
受講者には「修了証」を発行

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
対
象

に
「
セ
メ
ン
ト
・
印
象
材
練

「
市
民
の
立
場
に
た
っ
た

行
政
を
」と
の
声　
　
　

待
合
室
に
ぜ
ひ
１
冊
！


